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岡山市立総合医療センター
岡山市立市民病院

 二次救急医療機関
 第2種感染症指定医療機関
 病床数 400床

結核病床 7床
感染病床 6床
ICU 10床
HCU 4床

 手術室 7室
 血管造影室 2室
 救急患者 17,703人（2023年度）

 救急車 5,110台（2023年度）



内容

 広報活動による活動基盤の整理

研修修了者の活動推進

 e-learning受講機会の提供

 メンターによる支援と取り組み



内容

 広報活動による活動基盤の整理

研修修了者の活動推進

 e-learning受講機会の提供

 メンターによる支援と取り組み



2021年から
「臨床判断能力向上」への取り組み開始

当院の特定行為研修実績

2019年度 他施設にて2名受講

2020年度 他施設にて1名受講

2021年度 指定研修機関に指定
（院内看護師対象）

2022年度 メンター制度導入

・ラダー教育「臨床判断能力」重視
・臨床判断能力向上研修（CBL開始）

※Critical care Buddy Learning

看護部の目標（ 2021年度～）

臨床判断能力の向上



組織定着化支援事業は
当院看護部の方針に合致！！

－組織定着化事業－
概ね卒後3年以上の経験を有する看護師にe-learningに
よる共通科目の受講機会の提供

－当院看護部の方針と課題－
現任看護師の臨床判断能力向上のための教育



アセスメントと臨床判断
能力向上

特定行為実践看護師に
対する関心と理解

特定行為研修受講への
動機づけ

推進の目的

e-learningを活用した研修の実際

2023
年度

• 組織定着化事業参加
• 看護管理者47名がe-learning視聴
「フィジカルアセスメント」
「臨床推論」

2024
年度

• クリニカルラダー研修Ⅲ・Ⅳ
「臨床推論」を
特定行為研修のe-learningを活用
した研修へ大幅変更
各部署で選出された24名が参加
e-learning「臨床推論」35時間の
うち32時間程度を勤務内で視聴
事例検討（集合研修）で知識の統合
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特定行為実践チーム

特定行為
推進委員会

特定行為教育
研修センター

特定行為実践
チーム

 特定行為実践チームの目的と役割
• 実践看護師の管理
• 卒後教育
• システム構築
• 広報
• 安全管理

※看護師特定行為研修修了看護師＝特定行為実践看護師

特定行為実践チーム、研修センターミーティングでの検討内容
は月1回開催される特定行為推進委員会で共有



特定行為実践チーム
メンバー

リーダー医師（循環器内科）

リーダー看護師（看護師長）

医師（4人）
脳外科、麻酔科、救急科、皮膚科

特定行為実践看護師13人
（2025年1月現在）
一般病棟 7人、外来 1人
集中治療部 2人
看護部 2人、手術 1人

オブザーバー：副看護部長



当院における特定行為実践看護師
および特定行為研修を修了した区分（または行為）

研修修了年度 2019 20
20 2021 2022 2023

研修修了者
特定行為区分

①
（
看
護
部
）

②
（
看
護
部
）

③
（ER

）

④
（
看
護
部
）

⑤
（
手
術
室
）

⑥
（
病
棟
）

⑦
（
病
棟
）

⑧
（
外
来
）

⑨
（
病
棟
）

⑩
（ICU

）

⑪
（
病
棟
）

⑫
（
病
棟
）

⑬
（
病
棟
）

⑭
（ICU

）

⑮
（
病
棟
）

呼吸器関連（気道確保に係るもの） ● ● ● ● ● ● ● ●

呼吸器関連（人工呼吸療法に係るの） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

動脈血液ガス分析関連 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

栄養及び水分管
理に係る薬剤投
与関連

・高カロリー輸液の投与量の調整 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

・脱水症状に対する輸液による補正 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

精神及び神経症状に
係る薬剤投与関連 抗けいれん剤の臨時の投与 ● ● ●

循環動態に係る薬剤投与関連 ● ● ●

創傷管理関連 ●



医師と広報活動

1. 医局会での説明と広報

2. 各科カンファレンスに参加
特定行為看護師実践看護師が
活用できるシチュエーション
を具体的に説明➡症例数増加
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特定行為実践チーム内での
メンターの位置づけ

1年目の特定行為実践看護師

医師2年目以上の
特定行為実践看護師

メンター

メンティー



メンターによる
フォローアップ体制の構築

2022年度 卒後トレーニング開始
看護師のみでフォローと評価

2023年度 医師・看護師とで
卒後トレーニング開始

2024年度 医師による特定行為
フォローアップ研修開催



特定行為研修
修了者



卒後トレーニング

卒後約3か月間の
トレーニング
臨床現場で直接指導

動脈血液ガス採血や
動脈ラインなど侵襲的
な行為を中心に医師や
特定行為実践看護師と
トレーニングを重ねる

〇〇
△△
□□
◇◇医師
◎◎医師



卒後トレーニング
メンター医師の役割

 技術指導
 技術チェックリストで
評価 → 6割で合格

 実践チーム所属の医師が
分担して担当
内科系→循環器医師
外科系→脳神経外科医師
集中治療部→麻酔科

技術チェックリスト



卒後トレーニング
メンター看護師の役割
トレーニングの日程調整
特定行為実践症例の選択と交渉
医師との時間調整
実践前後の手順指導
特定行為実践看護師としての
姿勢について指導
態度チェックリストでの評価

→ 6割で合格

態度チェックリスト



特定行為実践看護師
バッチ授与

約3か月のトレーニング合格
後、特定行為実践看護師とし
て院内認定バッチを授与
バッチ授与後より特定行為実
践看護師として一人立ち
RRT担当の特定行為実践
看護師とペアで活動

勤務表をアプリで共有し
いつでも相談ができる体制



医師による
フォローアップ研修

 研修項目
 動脈血採取
 動脈ライン
 エコーなど

知識と技術の維持と
アップデートを目的
に研修を医師主体で
企画



現在の課題
特定行為実践看護師が抱えている
不安や問題の把握が不十分
特定行為という手技だけでなく
臨床判断などの相談にも応じる
現場のマンパワー不足

• 依頼があっても現場から抜けにくい
• 所属部署により担当回数に差がある
• 特定行為当番が平日のみ

所属部署、看護管理者のさらなる
理解と協働



今後の展望
メンター制度の強化
 固定のメンター制度を導入し
定期面談を実施

 特定行為実践看護師としての
年間目標を計画立案

相談やアセスメント指導件数の
把握
看護管理者の特定行為推進委
員会への参加



ご清聴ありがとうございました
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